
血液内科・稀少血液疾患科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 師
坂井　智美
2024年12月 1 日から
院内医長

日本内科学会 認定内科医
日本血液学会 血液内科専門医
京都大学 医学博士

血液一般

医 師 森　美奈子
2024年 9 月30日まで

日本血液学会 血液専門医・指導医
日本内科学会 内科認定医・総合内科専門医
日本がん治療認定医機構 がん治療認定医
日本造血・免疫細胞療法学会 認定医
京都大学 医学博士

血液一般

医 師 岡　　知美
2024年12月31日まで

日本内科学会 認定内科医・総合内科専門医
日本血液学会 血液専門医・指導医
日本造血・免疫細胞療法学会 認定医
日本医師会 認定産業医

血液一般 遺伝子診断

医 長 藤田　晴之
2024年10月 1 日から

日本内科学会 認定内科医・総合内科専門医
日本血液学会 専門医・指導医
日本造血・免疫細胞療法学会 認定医
日本医師会 認定産業医
京都大学 医学博士

血液一般 免疫細胞療法

｜2024年度の主な取組｜

施設認定
・日本血液学会 の研修認定施設

外来診療
・�月曜日から金曜日まで毎日、希少疾患を含めた幅広い血液疾患に対応し、基本的に断らない外来診療を

専門医資格等
日本内科学会認定内科医・
　総合内科専門医
日本血液学会専門医・指導医
京都大学博士（医学）
京都大学医学部
　臨床教授・非常勤講師
広島大学医学部客員教授
金沢医科大学非常勤講師

専門分野
血液一般

得意疾患
骨髄異形成症候群
稀少血液疾患
鉄代謝異常

副院長
がんセンター長
診療科長
臨床検査科科長
輸血管理士
川端　浩
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行っております。外来での化学療法や輸血療法も積極的に行っております。

入院診療
・�入院は、悪性リンパ腫や白血病、骨髄異形成症候群、多発性骨髄腫などの血液腫瘍の患者さんが大部分

をしめていますが、TAFRO症候群、後天性血友病、エルドハイム・チェスター病、後天性赤芽球癆と
いった稀少血液疾患の入院診療も行っています。患者さんの身体状況や生活背景、ご希望に配慮しつつ、
科学的エビデンスに基づいた治療の選択肢をご提案して実施しております。

臨床研究・研修教育
2024年度に当科から出された英文論文は 6 報でした。和文論文の執筆や学会発表も積極的に行っておりま
す。当科をローテーションされた 4 名の初期研修医には、筆頭演者として学会発表をしていただきました。

主な臨床研究等
・�「生体防御と鉄代謝に関わる液性因子の臨床的解析（研究代表者：川端浩）」
・�「凝固異常症におけるクロスミキシングテストの臨床的意義に関する後方視的解析（研究代表者：川端浩）」
・�「ベネトクラクス血中濃度の個体間変動と効果・副作用に関する研究（研究代表者：京都大学大学院医学研

究科　血液・腫瘍内科学　諫田淳也）」
・�「アゾール系抗真菌薬および分子標的薬のPK/PD評価（研究代表者：京都大学大学院医学研究科　血液・腫瘍

内科学　諫田淳也）」
・�「造血器疾患における遺伝子異常の網羅的解析研究（研究代表者：京都大学大学院医学研究科　血液・腫瘍内

科学　高折晃史）」
・�「再生不良性貧血/骨髄異形成症候群の前方視的症例登録・セントラルレビュー・追跡調査研究・遺伝子

研究（研究代表者：京都大学大学院医学研究科　血液・腫瘍内科学　高折晃史）」
・�「キャッスルマン病、TAFRO症候群、類縁疾患の診療ガイドラインの策定や更なる改良に向けた国際的

な総意形成を踏まえた調査研究（研究代表者 ： 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　リウマチ・膠原病内科学 　
川上純）」

・�「Erdheim-Chester病に関する疫学調査（研究代表者：東京大学医学部 血液・腫瘍内科 黒川峰夫）」

｜診療実績｜

入院患者数
2023年度 2024年度

1 日平均患者数（名） 17.0 18.7

新入院患者数（名） 416 407

平均在院日数（日） 15.0 16.4

外来患者数
2023年度 2024年度

1 日平均患者数（名） 16.2 18.9
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診療実績（2024年度）

外来新規患者数（院内対診を含む） 448

入院患者数（転科を含む）
新規 再入院を除く実数

444 184

再生不良性貧血 22 5

急性骨髄性白血病 54 23

急性リンパ性白血病 4 2

慢性骨髄性白血病 1 1

慢性リンパ性白血病 3 2

骨髄異形成症候群 56 18

骨髄増殖性腫瘍 8 4

悪性リンパ腫 235 83

多発性骨髄腫（AL アミロイドーシス、POEMS症候群を含む） 31 20

免疫性血球減少症
（免疫性血小板減少症、AIHA など） 5 4

その他の血液疾患
（後天性血友病、フォン・ビルブランド病、エルドハイム・チェスター病、
TAFRO 症候群、赤芽球癆、好酸球増多症など） 

10 9

固形癌 1 1

感染症、その他 14 12

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日	 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2024.06.01	 第72回 日本輸血・細胞治療学会学術集会
「低イオン強度液を使用したカラム凝集法間接抗グロブリン試験の比較検討」
成海 仁在、伊藤 大輔、坂下 大夢、里部 美咲、溝上 泰司、栗山 陽子、笹 倫郎、川端 浩

2024.06.08	 第120回 近畿血液学地方会
「低フィブリノーゲン血症を契機に再発と診断しえた節性濾胞性ヘルパーT細胞リンパ腫: 」
大垣 篤生、森 美奈子、坂井 智美、福富 康平、小山 弘、森吉 弘毅、川端 浩

2024.06.29	 令和 6年度 国立病院臨床検査技師協会近畿支部学会
「当院での緊急輸血対応への取り組み～チーム医療の観点から～」
坂下 大夢、伊藤 大輔、里部 美咲、成美 仁在、溝上 泰司、栗山 陽子、笹 倫郎、川端 浩

2024.07.06-07	 医療薬学フォーラム2024
「血栓性血小板減少性紫斑病に対してcaplacizumabを投与した一症例」
森本 健幹、杉野 太亮、稲田 顕慶、小原 直紘、小田 亮介、丸山 直岳、福田 利明、森 美奈子、川端 浩

2024.08.30	 第48回 日本鉄バイオサイエンス学会
「ルスパテルセプトはどういった機序で骨髄異形成症候群の無効造血を改善するのか 」
川端 浩

2024.08.31	 第245回 日本内科学会近畿地方会（紙上開催）
「巨大心臓腫瘤を伴ったびまん性大細胞型B細胞性リンパ腫の一例」
岡田 裕太、森 美奈子、岡 知美、坂井 智美、岡本 恵太、森吉 弘毅 、 川端 浩

2024.10.13	 第86回 日本血液学会学術集会
「BRAF遺伝子V600E変異を有する組織球症から形質転換した難治性急性骨髄性白血病: 」
森 美奈子、坂井 智美、岡 知美、櫻田 麻希、岩崎 惇、竹田 淳恵、諫田 淳也、南谷 泰仁、小川 誠司、高折 晃史、
森吉 弘毅、川端 浩
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発表年月日	 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2024.11.16	 第121回 近畿血液学地方会
「骨髄線維症とEVANS 症候群を合併した低悪性度B 細胞性リンパ腫の一例 」
浅野 卓馬、坂井 智美、森 美奈子、岡 知美、川端 浩、森吉 弘毅、中村 直和、諫田 淳也、高折 晃史

2024.12.16	 第246回 内科学会近畿地方会
「高度貧血と寒冷凝集素がみられた血管内大細胞型B細胞リンパ腫の 1 例」
辻 悠花、岡 知美、森 美奈子、坂井 智美、川端 浩、森吉 弘毅

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［解説］
Rusfertideによる真性多血症のコントロール
血液内科, 88, 6, 636-641, 2024.06, 科学評論社
川端 浩

［解説］
鉄欠乏性貧血の診断と鉄剤治療
臨床血液, 65, 6, 503-513, 2024.06, 日本血液学会雑誌
川端 浩

［解説］
鉄欠乏性貧血の診療指針
鉄欠乏性貧血の診療指針, 1 -88, 2024.07, フジメディカル出版
生田 克哉、川端 浩、紀野 修一、倉賀野 隆裕、小林 ゆき子、小林 良二、小船 雅義、杉村 基、鈴木 隆浩、
巽 康彰、張替 秀郎、藤井 嵩子、藤原 亨、宮西 浩嗣

［解説］
注目の真薬：モノヴァー™（デルイソマルトース第二鉄）
診断と治療, 112, 9, 1171-1175, 202.09, 診断と治療社
川端 浩

［解説］
鉄剤の使い方
Medical Practice. , 41, 9, 1392-1396, 2024.09, 文光堂 
川端 浩

［解説］
赤芽球癆
血液内科治療のトリセツ, 124-127, 2024/10, 中外医学社
川端 浩

［解説］
再生不良性貧血
血液内科治療のトリセツ, 116-123, 2024.10, 中外医学社
森 美奈子、 川端 浩

［解説］
鉄欠乏性貧血
血液内科治療のトリセツ, 103-10, 2024.10, 中外医学社
川端 浩

［解説］
鉄欠乏性貧血に対する高用量静注鉄剤
EBM血液疾患の治療2025-2026, 2 -7, 2024.10, 中外医学社
川端 浩

［原著論文］
BD MAX Staph SRを使用したメチシリン耐性ブドウ球菌検出の有用性について
医療の広場, 64, 11, 21-22, 2024.11, 公益財団法人 政策医療振興財団
辰己 俊、吉川 耕平、鈴木 遥、溝上 泰司、笹 倫郎、川端 浩
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論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［解説］
鉄欠乏性貧血
今日の治療指針2025年版, 654-655, 2025.01, 医学書院
川端 浩

［解説］
鉄欠乏性貧血
今日の診断指針, 第 9 版, 1013-1014, 2025.02, 医学書院
川端 浩

［原著論文］
Measurement of serum hepcidin-25 by latex agglutination in healthy volunteers and patients with 
hematologic disorders. 
Int J Hematol, 119, 4, 392-398., 2024.04
Kawabata H, Miyazawa N, Matsuda Y, Satobe M, Mizogami Y, Kuriyama Y, Sakai T, Mori M, Sasa M

［原著論文］
Clinical impact and characteristics of erythroid dysplasia in adult aplastic anaemia: Results from a 
multicentre registry
Br J Haematol, 204, 5, 2086-2096, 2024.05
Maeda T, Matsuda A, Kanda J, Kawabata H, Ishikawa T, Tohyama K, Kitanaka A, Araseki K, Shimbo K, 
Hata T, Suzuki T, Kayano H, Usuki K, Shindo-Ueda M, Arima N, Nohgawa M, Ohta A, Chiba S, Miyazaki 
Y, Nakao S, Ozawa K, Arai S, Kurokawa M, Takaori-Kondo A, Mitani K, Japanese National Research 
Group on Idiopathic Bone Marrow Failure S

［原著論文］
Prospective therapeutic studies of disseminated extranodal large B-cell lymphoma including intravascular 
large B-cell lymphoma
Glob Health Med, 6, 4, 277-281, 2024.11
Sakai T, Ueda Y, Yanagisawa H, Arita K, Iwao H, Yamada K, Mizuta S, Kawabata H, Fukushima T, Tai K, 
Kishi S, Morinaga K, Murakami J, Takamatsu H, Terasaki Y, Yoshio N, Kondo Y, Okumura H, Matano S, 
Yamaguchi M, Tsutani H, Masaki Y

［原著論文］
Development of Diffuse Large B-cell Lymphoma Serendipitously Led to Life-Saving Treatment in a Patient 
with Refractory Classical Hodgkin Lymphoma. 
Intern Med
Mori M, Sakai T, Oka T, Moriyoshi K, Kawabata H

［原著論文］
Management of Concurrent Immune Thrombocytopenia and Ulcerative Colitis: A Case Report and 
Literature Review
Intern Med
Hirai M, Mori M, Sakai T, Oka T, Watanabe Y, Murata M, Moriyoshi K, Kawabata H

［原著論文］
Acute myeloid leukaemia with SRSF2 and BRAF mutations preceded by histiocytic proliferation in the 
bone marrow.
Br J Haematol
Mori M, Sakai T, Oka T, Sakurada M, Iwasaki M, Takeda J, Kanda J, Nannya Y, Ogawa S, Takaori-Kondo 
A, Moriyoshi K, Kawabata H
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